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隔

前
清
光
緒
三
十
三
年
、
北
京
に
於
て
寺
産
侵
奪
事
件
が
あ
つ
て
か
ら
、
民
國
成
立
後
、
中
國
佛
教
は
歴
年
重

大
な
危
難
に
遘
到
し
て
ゐ

る
。
地
方
官
に
よ
る
寺
産
の
張
迫
收
沒
、
佳
持
の
繋
獄
は
再
度
滋
ら
す
行
は
れ
た
の
で
あ
り
、
耶
蘇
教
擴
充
の

た
め
に
佛
教
が
破
壞
せ
ら

れ
て
、
寺
廟
は
變
じ
て
兵
營
と
な
り
、
學
校
と
な
り
、
市
場
と
な
り
、
厂監
獄
と
な
り
、
佛
像
は
多
く
破
毀
せ
ら

れ
、
或
は
寺
院
財
産
を
以

て
清
華
學
校
、
燕
京
大
學
等
が
建
設
せ
ら
れ
た
の
で
み
る
。
當
時
、
佛
教
界
の
長
老
居
士
を
し
て
、
「
外
國
政
府

利
二
用
耶
蘇
教
一以
改
二變

中
國
人
心
⑩帥
是
英
人
以
二
印
人
一殺
二印
人
嚇班
超
以
二西
域
入
一攻
二西
域
人
一之
計
耳
。
鳴
呼
。
我
佛
教
徒
醒
乎
。
國
民
醒
乎
。」

と
悲
憤
せ

し

め
て
ゐ
る
。
西
洋
丈
化
心
醉
の
風
潮
は
瓧
會

民
衆
を
し
て
出
家
僣
侶
を
斜
睨
覗
せ
し
め
、甚
し
き
は
隨
時
隨
處

に
寺
田
に
侵
入
占
領
し
、

寺
宇
を
彊
借
し
て
、
法
律
は
佛
寺
僣
侶
に
甥
す
る
保
障
を
失
ひ
、
僭
侶
の
中
國
祗
會
上
に
於
け
る
地
位
は
こ
と
に
憐
む
べ
き
も
の
と
な
つ

た
の
で
あ
り
、
更
に
そ
の
滅
教
政
策
は
、
民
國
十
八
年
頃
の
打
倒
迷
信
運
動
を
起
し
、
申
央
か
ら
各
省
市
に
神
佛
存
廢
の
標
準
が
指
示
せ

ら
れ
、
至
る
所
で
民
神
が
毀
た
れ
、
廟
宇
が
閉
鎖
さ
れ
た
。
さ
き
に
敬
安
和
倚
あ
り
、
申
華
民
國
佛
教
總
會
の
名
に
て
、
大
總
統
孫
丈
に

宛
て

丶
寺
産
保
護
を
講
願
し
、
そ
の
歿
後
、
政
府
は
「管
理
寺
廟
條
例
」
を
頒
布
施
行
し
て
現
在
に
至

つ
て
ゐ
る
。
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j
lj

中
國
に
於
け
る
政
治
革
新
の
日
、
民
情
風
俗
そ
の
面
目
を

一
新

せ
ざ
る
を
得
ぬ
時
に
際
し
て
、
佛
教
が
現
實
世
界
に
適
合

せ
す
、
就
會

の
要
求
に
應
す
る
を
得
ぬ
の
み
か
、
む
し
ろ
杜
會
の
蠧
魚
と
な
り
、
丈
化
の
進
行
を
阻
礙
し
て
、
佛
教
の
衰
滅

を
目
睫
の
間

に
み
ん
と
し

た
の
に
は
左
の
如
き
數
箇
の
遠
因
が
考

へ
ら
れ
る
。

ω

濫
に
剃
度
し
て
徒
衆
を
收
容
し
、
專
ら
役
使
に
供
し
て
教
養
の
責
任
を
負
は
な
か
つ
た
こ
と
。

②

「
考
試
」
、
「
度
牒
」
の
制
度
が
廢
せ
ら
れ
て
、
戒
壇
が
隨
處
に
開
建
せ
ら
れ
、
秕
會
に
身
を
容
る

丶
こ
と
の
で
き
ぬ
不
良
分
子
が
自

由
に
佛
門
に
入
つ
た
こ
と
。

㈹

僣
伽
が
そ
の
環
境
か
ら
反
つ
て
群
衆
に
同
化
さ
れ
て
俗
化
し
、
邊
死
度
鬼
の
應
赴
衆
と
な
り
お
は
つ
た

こ
と
。

ω

僣
伽
が
自
ら
方
外
に
居
し
て
瓧
會
情
勢
と
沒
交
渉
で
あ
り
、
民
衆
の
供
養
に
よ
つ
て
自
ら
生
産
の
能
力
を
有
し
な
か
つ
た
こ
と
。

⑤

諸
方
の
叢
林
が
形
式
を
重
ん
じ
て
精
神
を
闕
い
た
こ
と
。

等

で
あ
る
。

二

明
日
の
中
國
佛
教
建
設
の
材
料
と
し
て
、
中
國
佛
教
界
今
日
に
於
け
る
二
、
三
の
現
象
を
述
ぶ
る
な
ら
ば
、

(
甲
)

ω

中
國
佛
教
寺
廟
數
及
佛
教
徒
數

民
國
十
九
年
、
中
國
佛
教
會
に
於
て
調
査
さ
れ
た
統
計
に
よ
る
と
、

中

國

寺

廟

歡

二
六
七
、〇
九
〇



申

國

佛

教

徒

數

四
、六
二
八
、○
○
○

僣

尼

數

七
111八
、○
○
○

居

士

數

三
、入
九
〇
、○
○
○

と
な
つ
て
ゐ
る
。
尤
も

一
般
信
徒
の
數
は
計
上
さ
れ
て
ゐ
な
い
わ
け
で
あ
ら
う
が
、
民
國
三
十
年
、
興
亞
院
華

北
蓮
絡
部
の
調
査
に
よ
る

オ

へ

と
、
華
北
の
み
に
於
け
る
佛
教
徒
總
數
が
、
八
、
二
八
七
、
八

一
一
と
計
上
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
戰
爭
下
に
あ
る
中
國
の
こ
れ
ら
の
正

確

な
調
査
統
計
は
、
む
し
ろ
不
可
能
で
あ
る
と
云
ふ
も
差
支

へ
な
い
で
あ
ら
う
。

②

中

國

寺

院

數
個

の
天
下
有
名
の
大
叢
林
を
除
い
て
は
、
大
體
破
殘
し
て
改
造
を
要
す
る
の
で
あ
る
が
、
大
叢
林
と
て
も
す
で
に
經
懴
、
水
陸
道
場

と
墮
落
し
、
本
來
の
面
目
を
發
揮
し
て
ゐ
る
も
の
は
乏
し
く
、
各
寺
廟
の
組
織
系
統
の
統

一
は
で
き
て
ゐ
な
い
し
、
そ
の
肚
會
文
化
慈
善

事
業
に
關
し
て
は
、
わ
つ
か
に
萠
芽
期
に
あ
る
と
云
ひ
得
る
の
み
で
あ
る
。
寺
院
の
經
濟
に
つ
い
て
は
、
地
租
及
房
租
に
依
る
も
の
、
讀

經
及
香
資
に
依
る
も
の
、
大
家
の
布
施
又
は
獻
金
に
依
る
も
の
、
慈
善
會
等

の
補
助
に
依
る
も
の
、
佳
持
の
自
給
自
足
に
依
る
も
の
、
法

會

の
出
店
に
課
視
す
る
も
の
、
寺
廟
内
の
器
物
賃
貸
に
依
る
も
の
等
に
牧
入
の
途
を
別
ち
得
る
が
、
田
畑
の
小
作
料
を
も
含
む
地
租
に
「よ

つ
て
維
持
さ
、れ
る
寺
廟
が
大
多
數
を
占
め
て
ゐ
る
。

㈲

中

國

僣

侶

僭
侶
は
學
識
な
き
も
の
多
く
、
そ
の
上
な
る
も
の
は
獨
善
、
次
な
る
も
の
は
寺
廟
に
よ
つ
て
生
清
の
資
と
な

し
、
下
な
る
も
の
は
寺
廟

を
藏
垢
納
汚
の
所
と
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
現
に
肚
會
の
蠧
魚
と
も
な
る
べ
き
八
派
の
僣
徒
が
擧
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

】
、
山
林
派
の
淌
極

二
、
長
老
派
の
閲
逸

三
、
方
丈
派
の
虚
榮

四
、
法
師
派
の
利
養

中
國
佛
教
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四

五
、
雲
水
派
の
寄
生

六
、
子
孫
派
の
俗
化

七
、
應
赴
派
の
稗
販

八
、
青
年
派
の
躁
動

が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
の
出
家

の

動
機
を

み
る
に
、
自
分
の
境
遇
叉
は
家
運

の

不
順
不
昌
を
憂
ひ
て
と
か
、
事
業
の
失

敗

を

歎

い
て
と

か
、
世
の
紅
塵
に
懲
り
て
と
か
、
何
か
の
罪
を
犯
し
て
暫
時
冤
れ
る
爲
め
と
か
で
、
出
家
改
服
し
た
り
、
自
分

の
子
が
多
す
ぎ
て
食

べ
る

に
困
る
か
ら
小
僣
に
な
ら
せ
る
と
か
、
或
は

一
己
の
衣
食
の
爲
め
に
佛
門
に
寄
生
す
る
等
頗
る
不
純
な
も
の
が
見
う
け
ら
れ
る
。
尤
も
佛

法
を
深
信
し
て
出
家
し
、
後
に
述
べ
る
や
う
な
立
派
な
救
國
救
世
の
僣
侶
も
居
る
の
で
あ
る
が
、
何
と
云
つ
て
も
人
材
の
缺
乏
と
、
人
材

を
養
成
し
な
い
の
が
最
大
の
缺
點
で
あ
る
。

㈲

中
國
の
居
士
及
び

一
般
佛
教
信
徒

居
士
の
佛
教
を
精
研
し
て
ゐ
る
も
の
は
、
極
め
て
高
い
教
育
を
う
け
、
或
は
特
殊
な
歡
養
や
權
利
を
も

つ
て
上
層
に
あ
る
極
め
て
少
數

の
文
化
階
級
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
識
見
、
僭
侶
に
優
さ
り
、
生
活
ま
た
優
越
し
て
ゐ
る
。
佛
読
を
篤
信
し
、
資
材
富
有
な
る

ゆ

え
多
く
寺
院
に
施
捨
し
、
廣
く
善
縁
を
結
び
、
慈
善
事
業
に
盡
力
す
る
。
居

士
の
活
躍
歌
態
に
つ
い
て
は
更
ら
に
後
述
す
る
。

一
般
信
徒
は
大
概
、
學
理
の
研
究
を
樹
ば
す
、
た
だ
修
廟

・
塑
像

・
誦
經

・
拜
懴

・
事
に
遇

つ
て
禮
佛
所
幅
す
る
程
度
で
あ

つ
て
、
迷

信

的
功
利
的
で
あ
り
、
佛
教
の
文
化
教
育
的
事
業
に
は
非
協
力
的
で
あ
り
甚
し
き
は
道
佛
を
分
た
す
、
宗
教
の
自
由
が
公
認
さ
れ
て
ゐ
る

の
で
、
各
人
そ
の
好
む
所
の
信
仰
を
有
ち
得
る
の
で
あ
り
、
何
れ
を
併
せ
探
る
も
自
由
で
あ
る
た
め
、
例

へ
ば
葬
儀
に
當
つ
て
、
佛
教
で

あ
れ
喇
嘛
教
で
あ
れ
道
教
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
の
僭
侶
道
士
を

一
所
に
迎

へ
て
嘩
經
禮
拜
を
依
頼
し
た
り
さ
へ
す

る
の
で
あ
つ
て
、
信
念
を

植

え
付
け
る
に
も
何

か
幻
術
妖
法
を
以
つ
て
す
る
以
外
、
読
得
の
困
難
な
文
字
を
識
ら
な
い
民
衆
が
十
中
九
分
ま
で
ゴ
あ
る
。

⑤

申
國
佛
教
界
の

一
般
出
版
物



民
國
元
年
以
後
の
佛
教
雜
誌
に
つ
い
て
、
既
に
停
刊
の
も
の
を
も
含
ん
で
列
擧
す
る
な
れ
ば
、

佛
學
叢
報
(民
國
元
年
、
+
二
期
停
。
濮
一
乘
・
狄
楚
青
編
)。
佛
教
月
報

(民
國
二
年
、
四
期
停
。
太
虚
主
編
)
。
覺
瓧
叢
書
(季
刊
、
民
國
七
年
-
民

國
八
年
、
五
期
。
陳
元
白
・
黄
葆
蒼

・
李
隱
塵
編
。
海
潮
昔
の
前
身
)
。
海
潮
晋
(月
刊
、
民
國
九
年
以
降
、
現
在
に
至
る
。
杭
州
↓
鄂
↓
杭
↓
滬
↓
京
↓

鄂
)。
佛
報
(
一
期
停
、
北
京
)。
佛
心
叢
刊
(
一
期
停
、
北
京
)
。
佛
化
新
青
年
(五
册
、
北
京
)。
佛
化
旬
刊
(五
册
、
滬
上
)
。
蔚
佛
教
(+
餘
册
、
旬
刊
↓

牛
月
刊
↓
月
刊
、
轟
波
)。
佛
學
旬
刊
(數
+
册
、
北
京
、
襲
緝
煕
)
。
覺
世
日
報
(半
年
停
、
北
京
)。
智
慧
燈
(漢
口
時
事
新
報
附
刊
)。
佛
光
月
報
(篝
波

揚
州
)。
上
海
世
界
佛
歡
居
土
林
季
刊
(二
册
)Q
佛
學
月
報
(無
錫
)。
佛
化
旬
刊
(漢
口
佛
教
會
)
正
信
週
刊
(漢
口
佛
教
正
信
會
)。
佛
歡
日
報
。
人
海
灯

月
刊
(香
港
)。
内
學
(南
京
支
那
内
學
院
、
目
下
停
刊
)。
威
晋
月
刊
。
佛
學
牛
月
刊
(上
海
佛
學
書
局
)。
佛
教
特
刊
。
密
波
宏
法
刊
。
北
準
佛
化
月
刊
。

山
西
佛
教
雜
誌
。
北
卆
佛
教
月
刊
。
四
川
佛
教
月
報
。
長
沙
居
士
林
刊
。
佛
學
月
刊
(北
京
中
國
佛
學
院
)
。
同
願
牛
月
刊
(北
京
佛
教
同
願
會
)。
微
妙
聲

(北
京
、
高
觀
如
主
編
)
。
人
間
覺
牛
月
刊
(厦
門
)。
現
實
旬
刊
(厦
門
)。
佛
教
月
報
(天
津
)。
覺
津
雜
誌
(江
蘇
、
大
醒
主
編
)。

等

が
あ
る
。

(乙
)

現
在
中
國
佛
教
の
中
、

一
般
瓧
會
に
於
て
最
も
傳
統
的
勢
力
を
有
す
る
も
の
は
淨
土
宗
と
禪
宗

と
で
あ
る
が
、
禪
宗
は
禪
觀
不
立
文
字

の
弊
著
は
れ
て
、
漸
く
衰
退
現
象
を
示
し
て
居
り
、
淨
土
宗
ひ
と
り
有
力
で
あ
つ
で
、
各
地
に
蓮
瓧
、
淨
業
肚
、
念
佛
堂
あ
る
も
、
さ
き

に
印
光
大
師
逝
い
て
些
か
寂
寥
の
感
あ
り
、
密
教
は
東
密
衰
え
て
、
藏
密
が
盛
ん
で
あ
る
。
然
し
、
そ
の
行
事
、
儀
式
に
於
て
は
殆
ど
宗

派
の
別
が
認
め
ら
れ
な
い
。
他
に
唯
識
研
究
專
門
で
あ
る
南
歐
北
韓
の
古
典
派
が
あ
り
、
武
昌
佛
學
院
唯
識
墨

科
は
實
用
派
と
し
て
聲
名

が

あ
る
。
さ
き
に
、
北
京
に
道
階

・
臺
源
の
二
法
師
あ
り
、
各

々
、
韓
清
淨
居
士

・
常
裡
法
師
と
協
力
し
て
佛

教
人
材
の
育
成
に
盡
力
し

た

の
で
あ
つ
て
、
三
時
學
會
、
世
界
佛
學
院
、
菩
提
學
會
、
法
源
佛
學
院
等
が
誕
生
し
、
北
京
佛
教
界
の
長
老
現
明
法
師
な
唐
後
に
は
、

全
朗
法
師
あ
り
て
重
き
を
な
し
て
ゐ
る
。
青
島
に
は
湛
出
寺
の
佼
虚
法
師
あ
り
、
師
は
諦
閑
大
師
の
高
足
で
あ

つ
て
、
青
島
佛
學
會
を
創

申
國
佛
教
の
現
勢
(土
川
)

一
二
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設
し
、
佛
教
學
校
を
經
營
し
佛
經
流
通
處
の
設
け
も
あ
る
。
現
在
、
蒋
介
石
の
も
と
に
あ
る
と
い
は
れ
る
太
虚

法
師
は
佛
教
復
興
の
薪
運

動

唯

一
の
領
袖
で
あ
り
、
整
理
僣
伽
制
度
論

・
僭
制
今
論

・
建
設
現
代
中
國
僣
制
大
綱
等
の
書
を
著
し
、
中
國
現
代
僣
制
並
に
世
界
佛
學

の
建
設
を
計
劃
し
て
、
傳
統
派
た
る
圓
瑛
法
師
に
樹
し
改
革
派
と
し
て
、
優
秀
な
る
青
年
僭
侶
の
多
く
と
、
教
育
家
官
吏
の
少
壯
派
に
支

持

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
弟
子
で
あ
る
法
舫
法
師
は
武
昌
佛
學
院
に
、
大
醒
法
師
は
厦
門
の
閲
南
佛
學
院
再
興
に
努
力
し
て
ゐ
る
。

太
虚
法
師
に
封
し
傅
統
派
の
圓
瑛
法
師
は
民
國
十
八
年
、
中
國
佛
教
會
を
復
興
し
、
會
務
の
統
制
、
教
規
の
整

理
、
教
義
の
宣
揚
、
教
育

の
普
及
、
慈
善
團
體
の
設
置
等
に
盡
力
し
た
結
果
、
三
百
餘
縣
に
そ
の
支
部
を
成
立
し
、
教
育
慈
善
團
體
は
約
五
百
餘

ケ
所
に
達
す
る
に

到

つ
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
は
佛
教
界
の
入
士
四
散
し
て
統
制
力
を
全
く
失
つ
て
ゐ
る
。
弟
子
に
範
成
法
師
あ
り
、
上
海
の
佛
教
淨
業
瓧

で
佛
歡
同
仁
會
の
慈
善
事
業
を
や
つ
て
ゐ
る
が
、
か
の
磧
砂
版
大
藏
經
は
師
の
編
輯
に
か
玉
る
も
の
で
あ
る
。
廣
東
六
榕
寺
に
鐵
禪
法
師

あ
り
、
廣
東
佛
教
居
士
林
導
師
と
し
て
の
徳
望
が
高
い
。

北
京

・
天
津

・
上
海

・
廣
東
等
に
佛
教
居
士
林
あ
り
、
蘇
州
に
蘇
州
覺
肚
が
あ
つ
て
、
居
士
の
修
養
團
體
と
し
て
佛
教

々
理
の
研
究
に

つ
と
め
る
と
玉
も
に
、
或
は
學
校
圖
書
館
醫
院
を
設
立
し
、
或
は
慈
善
事
業
を
創
辨
し
て
施
療

・
施
藥

・
施
粥

・
施
衣
を
行
ふ
等
救
人
救

世

を
計
つ
て
ゐ
る
。
居
士
に
は
王
揖
唐

・
夏
蓮
居

・
周
叔
迦

・
斬
雪
鵬

・
季
聖

一
等
諸
名
士
あ
り
、
就
中
、
王
揖
唐

・
夏
蓮
居
の
二
氏
は

一
般
居
士
、
曾
侶
と
相
圖
り
、
民
國
二
十
七
年
北
京
に
佛
教
同
願
會
を
組
織
し
た
の
で
尠
る
が
、
佛
教
同
願
會
は
現
在
中
國
佛
教
界
最
高
の

機
關
と
し
て
、
佛
教
弘
揚
の
前
驅
に
任
じ
、
先
路
を
開
か
ん
た
め
、
利
生

・
法
務

・
教
化
の
諸
工
作
に
邁
進
し
、

既
に
佛
教
學
院
、
工
藝

傳
脅
院
、
圖
書
館
の
設
置
、
同
願
學
報
、
同
願
牛
月
刊
の
發
行
、
施
診
、
施
藥
、
施
米
の
實
施
等
そ
の
事
業
頗

る
み
る

べ

き

も

の
が
あ

り
、
日
華
兩
國
の
蓮
絡
提
携
、
留
學
僭
の
派
遣
、
佛
學
の
交
換
講
座
等
が
計
畫
さ
れ
て
居
り
、
青
島

に
は
既
に
分
會
が
成
立
し
、
天
津

・



濟
南

・
太
原
等
各
地
に
も
分
會
の
設
立
を
み
た
も
の
、
よ
う
で
あ
る
。
周
叔
迦
居
士
は
北
京
の
中
國
佛
教
學
院

々
長
と
し
て
、
創
立
二
年

餘
に
し
て
同
院
を
中
國
佛
教
最
高
學
府
に
迄
育
成
指
導
し
、
又
華
北
居
士
林
圖
書
館
の
理
事
長
と
し
て
貢
獻
し

て
ゐ
る
。

僣
侶
の
國
外
留
學
に
就
い
て
は
、
民
國
十
三
四
年
頃
、
太
盧
法
師
が
西
藏
學
法
團
を
組
織
し
て
、
始
め
て
團
體
留
學
遐
動
が
起
り
、
民

國
二
十
四
年
に
は
、
暹
羅
留
學
團

・
錫
蘭
留
學
團

・
日
本
留
學
團
の
派
遣
が
あ
り
、
個
人
的
の
留
學
僭
と
し
て
西
藏
に
赴

い

た

も

の

も

あ
る
。
そ
の
後
、
日
本
に
留
學
す
る
も
の
は
逐
年
増
加
し
、
現
に
日
本
佛
寺
に
參
學
せ
る
も
の
は
相
當
數
に
上

る
の
で
あ
つ
て
、
此
外
、

毎
年
訪
日
観
察
團
の
癒
織
渡

日
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。

近
年
提
唱
さ
れ
た
世
界
佛
學
苑
計
劃
の
銑
に
成
立
し
た
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
つ
た
。

一
、
總

苑

南

京

佛

國

寺

二
、
世
界
佛
學
苑
圖
書
館

武

昌

佛

學

院

主
、
世
界
佛
學
苑
漢
藏
教
理
院

重

慶

縉

雲

寺

四
、
世
界
佛
學
苑
淨
土
林

廬

山

大

林

寺

五
、
世
界
佛
學
苑
禪
觀
林

奉

化

雲

寶

寺

さ
り
な
が
ら
事
變
後
、
こ
れ
ら
が
如
何
に
な
つ
た
か
は
知
る
由
も
な
い
。

三

民
國
初
期
に
於
い
て
衰
滅
の
危
難
に
遭
到
し
た
中
國
佛
教
界
に
あ
つ
て
は
、

一
面
、
政
府
に
封
す
る
請
願
運
動
あ
る
と
と
も
に
、
他
面

に
は
内
的
な
自
肅
蓮
動
が
活
濃
な
動
き
を
見
せ
た
の
で
あ
り
、
太
虚
法
師
を
領
袖
と
す
る

一
派
の
中
國
佛
教
改
造
、
世
界
佛
學
建
設
の
蓑

申
國
佛
教
の
現
勢
(土
川
)

=

一
七



j
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八

逕
動
は
そ
の
尤
な
る
も
の
で
あ
つ
て
、
爾
來
二
十
數
年
不
撓
不
屈
の
努
力
を
績
け
て
來
た
の
で
あ
つ
た
。
然
し
此
の
派
の
構
想
は
理
論
上

の
貢
獻
は
あ
つ
た
が
、
實
施
の
上
に
於
て
見
る
べ
き
も
の
は
な
か
つ
た
と
い
ふ
批
評
を
き
く
の
で
あ
る
。

當
時
、
申
國
佛
教
の
整
理

・
改
革

・
振
興
に
關
す
る
意
見

・
方
策
は
左
の
如
き
も
の
で
あ
つ
た
。

(
一
)

大
乘
的
人
生
佛
教
の
建
設
。

(
二
)

教
團
組
織
の
改
善

1
、
在
來
の
僭
寺
を
整
理
し
て
、
新
佛
教
僣
伽
制
の
建
設

2
、
新
舊
の
信
佛
民
衆
を
團
結
組
織
し
て
新
佛
教
信
衆
制
の
建
設

3
、
度
牒
制
度
の
恢
復

4
、
剃
派
法
派
の
傳
承
制
を
改
め
て
選
賢
制
の
探
用
に
よ
る
嗣
法
制
度
の
改
革

5
、
戒
律
を
整
飭
し
僭
律
に
蓮
行
せ
ざ
る
も
の
は
還
俗
せ
し
む

6
、

一
部
の
私
産
的
僭
産
を
回
收
し
て
、
僭
藪
育
の
振
興
、
瓧
會
慈
善
事
業
の
費
用
に
充
當
す

7
、
興
農
、
作
工
に
よ
る
自
立
生
活
の
確
定
と
、
應
赴
經
懴
の
禁
止

(三
)

瓧
會
丈
化
蓮
動

へ
の
參
加

1
、
小

・
中

・
大
學
校
の
擧
辧

2
、
佛
教
圖
書
館

・
醫
院

・
孤
貧
教
養
所

・
街
頭
宣
講
所
等
の
設
置

3
、
月
報
雜
誌

・
白
話
佛
學
報
等

の
創
辧



さ
り
な
が
ら
、
民
國
二
十
五
年
中
央
政
府
民
訓
部
が
中
國
佛
教
會
を
整
理
改
造
せ
ん
と
し
て
そ
の
辨
法
を
發
表
す
る
や
、
僭
尼
中
に
新

舊
兩
派
の
鬪
爭
が
惹
起
さ
れ
、
轉
じ
て
中
國
佛
教
徒
と
中
央
政
府
民
訓
部
と
の
爭
ひ
と
な
り
、
更
に
僭
伽
と
在
俗
居

士

と

の
爭
論
が
起

り
、
牛
年
餘
に
わ
た
り
紛
糾
を
極
め
る
に
至
つ
た
の
で
、
民
訓
部
で
は
太
虚

・
圓
瑛
等
の
諸
師
と
も
協
議
の
結
果
、
左
の
如
き
佛
教
會
章

程
草
案
要
點
の
説
明
八
條
を
定
め
た
の
で
あ
る
。

(
一
)

組
織
分
子
は
僭
尼
に
限
り
、
僭
尼
は
必
す
入
會
す
べ
き
規
定

(
二
)

各
縣
分
會
會
員
入
數
最
少
限
度
の
規
定

(
三
)

各
級
代
表
大
會
及
び
理
事
會
の
組
織
と
入
數
其
他
及
び
會
議
の
際
の
法
定
入
數
に
關
す
る
規
定

(
四
)

寺
庵
及
僣
尼
の
登
記
と
入
會
手
續
の
規
定

(
五
)

寺
庵
の
管
理
と
僭
尼
の
規
約
に
關
す
る
規
定

(
六
)

傳
戒
及
び
今
後
新
制
度
に
よ
る
僭
尼
入
會
の
規
定

(
七
)

總
分
會
及
び
寺
庵
收
支
の
監
督
に
關
す
る
規
定

(八
)

會
費
の
減
冤
と
寺
庵
の
常
年
納
入
す
べ
き
費
用
の
標
準
に
關
す
る
規
定

か
く
て
中
國
佛
教
は
改
造
の
好
機
に
邁
遇
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
然
も
實
現
を
見
す
し
て
今
次
の
事
變
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
然
し

民
國
二
十
五
年
に
於
て
中
國
佛
教
は

一
大
轉
換
期
に
た
ち
到
つ
た
の
で
あ
る
。

現
在
、
中
國
佛
教
界
の
最
高
機
關
で
あ
る
佛
教
同
願
會
は
、
今
後
佛
教
興
替
の
重
要
關
鍵
と
し
て
左
の
諸
項
を
標
磅
し
て
ゐ
る
。

(
一
)

法

務

の

推

進

(
二
)

叢

林

制

度

の

整

理

申
國
佛
教
の
現
勢
(土
川
)

】
二
九



】
三
〇

(
三
)

専

門

人

材

の

培

養

(
四
)

寺

廟

聖

蹟

の

保

護

(
五
)

入

心

の

改

善

(
六
)

佛
教
祉
會
事
業
の
提
唱

(
七
)

國
際
佛
教
運
動
の
推
廣

中
國
佛
教
界
特
に
萎
微
消
極
な
る
僣
界
に
あ
つ
て
は
、
此
際
、
教
學
の
刷
新
に
、
新
戒
律
蓮
動
に
、
教
團
の
整
理
組
織
に
、
僭
教
育
の

興
建
に
、
そ
の
瓧
會
的
進
出
に
、
大
東
亞
戰
爭
の
進
展
に
拌
ふ
新
し
き
瓧
會
歌
勢
に
應
じ
た
、
新
改
革
運
動
を
再
燃
し
、
薪
中
國
建
設
途

上
に
於
け
る
大
い
な
る
役
割
を
演
す
る
こ
と
こ
そ
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
。
特
に
そ
れ
が
中
國
の
青
年
僣
侶
に

よ
つ
て
起
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
長
老
は
こ
れ
を
育
成
し
、
居
士
團
體
は
こ
れ
を
支
援
し
、
政
府
は
ま
た
、
こ
れ
に
理
解
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。


